
    ついに、ついに来てしまいましたGW開催コミケット。
あらゆる状況が今回限りの未知の領域過ぎますが、ここは
参加者全員がコミケットに初めて参加するつもりでもう一
度最新情報を集めなおし、ルールも読み直して持ち物揃え
て、まっ更な気持ちで飛び込んでみては？
　歴史的『はじめてのコミケット』を楽しみましょう！

■■■■
■■寒さと暑さと雨と陽射しと■■

　ほぼ全参加者が未体験なGWという季節に開催される今回のコミケット。これまでもGWに他の同
人誌即売会系イベントは開催されているわけで、それらに参加したことがある方ならばおおよそ環境
の想像がつくかもしれない。しかし特に地方から参加する方からしたら、暑いのか寒いのかという根
本的な対策からしてよく分からない、というのが実情ではないだろうか。
　季節的には暑すぎも寒すぎもしない絶好のシーズンではあるが、それ故にいったん天候が崩れると
装備的な対応がやや難しい面もある。
　ただでさえ丸一日外出したきりになるコミケットなので、真夏や真冬でないからと甘く見ず、様々
な天候変動も頭に入れて参加する際の服装や装備を整えよう。

■そもそも暑いのか寒いのか■

　GW時期は、統計的には晴れることが多く、その場合は日中多少汗ばむくらいの気温になり、また、１
日を通して気温差のあまりない極めて快適な気候となることが多い。そういった気候であれば、例え多少
待機時間が長くてもこれまでの夏コミ・冬コミのような重点的な環境対策を施さなくても何も問題なく参
加することができるだろう。むしろその快適さ、楽さに驚くくらい、文字どおりの行楽日和なコミケット
が体験できる記念すべき回となる可能性は高い。
　しかし、この時期は天候が急変しやすい時期でもある。４日間の会期中同じような天候や気温が続く保
証はないのだ。ときには１日の中でも急激に気温が上がったり下がったりすることもあるので、基本的に
は快適なシーズンではあっても、コミケットという長丁場の１日を考えればやはり温度対策、突然の雨対
策は講じておきたい。
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●暑かったら？寒かったら？　
　気温の上下に対応するためには、重ね着をしてそれをその都度脱いだり着たりするのが一般的な方法だ
が、この方法には、脱いだ物が荷物になる・着替えるための場所や時間を必要とする、という２つのデメ
リットがあるのでできる限り、脱ぎ着をしないでも快適に過ごせるか、
脱ぎ着するものが少ない方が望ましい。気温変動が大きかった場合には
1日のうちでも温度差が10℃を超える場合もあるし、待機を始める早朝
と日中では大きな気温差があることが多いので、長時間の待機を予定
している参加者は特に注意が必要だ。
　そしてその温度差に大きな影響を与えるのが、風である。この時期は気
温自体は高いのに風が冷たく、肌寒いという天候の日も少なくない。薄着
でいたり、冬同様に首元などの開口部が大きな服だと微風でも体温を奪わ
れやすいために、実際の気温以上に体感気温が低く感じられることがある。
　そういった観点から、この時期の防寒に大切なのは保温性能以上に、防
風性能なのだ。 薄手でコンパクトに収納できるヤッケやウインドブレー
カー、薄手のひざ掛け１枚でも用意しておくと心強いだろう。

保温層
（ウインドブレーカー）

防風・防雨層
（ウインドブレーカー）

保温層
（上着）

汗対策
（アンダーウェア）

汗対策
（アンダーウェア）

中間着
（シャツなど）

中間着
（シャツなど）

肌肌





1298

●ＧＷコミケットでも的確エネルギー補給！

　暑すぎも寒すぎもしない時期なので、飲食にもそれほど神経質にならなくてもよいとは

言え、長時間にわたって活動するためにはきちんとしたエネルギー補給が必須なことに変

わりはない。むしろ夏冬のような必死さがない分、閉会前後くらいの集中力が途切れた時

間に突然ガクンと身体に力が入らなくなり、気づけば長時間にわたって全く飲んだり食べ

たりしてなかった！ということさえありえる。

　さらに日中は時に真夏日と呼ばれる高気温となることもあるの

で、待機列に並ぶ際は（予想待機時間の長短に関わらず）必ず飲

物は用意し、菓子パンやエネルギーバー、ゼリー飲料などの簡単

に食べられる行動食も少しでもいいので携行しておこう。

　適度な休憩と水分、エネルギー補給は、例えコミケットの開催

季節がいつであろうとも必要不可欠なのだ。

　ただし、多少の真夏日でも夏コミの場合ほど塩分補給の必要はない。

●意外と大切雨対策
  GW時期の東京は基本的に、朝から雨（あるいは今にも降り出しそうな曇り）でなければ、概ね日中は安
定した天候で、降り出すのは夕方以降という傾向にある。また雨の場合は、朝からほとんど気温が上がら
ない１日中ぐずついた天気になるか、午前中パラパラと降って午後から一気に回復して気温が上がるかの
どちらかのパターンとなることが多い。ざっとこういった傾向を知っておくだけでも、着衣や装備の最適
化がしやすくなるだろう。
　ごくまれに、気圧の谷などの影響で、午前中は暑いくらいの快晴だったのに午後から急変して気温が急
降下し、強い風や雨に見舞われることもあるが、もしコミケット会期中にこの天候になったら、それはも
う不運と呼ぶしかない。
　しかし、コミケット参加者たるもの、例えどんな時でも自分の身と、それ以上に戦利品は守らねばなら
ないので、例え五月晴れの快晴であっても油断せずに最低限の雨対策はして行こう。

・朝から快晴、天気予報でも降雨可能性ほぼゼロ：撥水性能のある上着を着るか、ポンチョをバッグに。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むしろ日焼け止めや日射し対策を用意。

・曇り、天気予報ではビミョーな感じ　：折り畳み傘とポンチョをバッグに。ボトムを乾きやすいものに。

・小雨、予報では１日降ったり止んだり ：折り畳み傘、ポンチョ、撥水性能のある上着と乾きやすいボトム、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 タオル。

・朝から雨で日中いっぱい降り続きそう：折り畳み傘、ポンチョまたはしっかりした防水性能のある上着、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あるいは（100円ショップのではない）レインコート、タオル複
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 数枚、防水性能のある靴。

　例え朝から雨であっても、会場周辺や待機列で参加者が密
集している場所では傘の使用は避けたい。駅に着いてから待
機列に向かうまでの間に雨具を着けなければならないので、
荷物の上から一気に羽織れるポンチョがベストだ。
　また、会場内に濡れたままの長い傘を持ち込むのは周囲
の迷惑であり、危険物にもなりえるので、コミケット会場
に持って行く傘は会場内ではバッグにしまえる折り畳み傘
が望ましい。
　また、雨に濡れてしまった場合、この時期は夏ほどの気
温はなく、冬ほど着込んでもいないために非常に寒い思い
をすることになる。雨模様の時にはくれぐれも着替えを忘
れず、ボトム、靴、靴下などは濡れても乾きやすいものを

カンペキ！
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□ 飲物と行動食

　 飲物500ml１本／栄養バー類２本ほど　

□ フェイスタオル1枚

□ 救急用品
　 絆創膏／常備薬／カゼ薬・胃腸薬・鎮痛 
　 剤／お薬手帳やメディカルカード

□ 携帯用などの予備バッテリー1

□ 帽子（つばのあるもの）

□ 布バッグ等の折りたためるサブバッグ

□ コンビニ袋等ビニール袋大小数枚

□  ポケットティッシュ数個

□ サイフ①：購入資金のみ

□ サイフ②：交通費・予備費・交通カードなど
　　　　　　 普段使っている財布

□ 携帯電話・スマートフォン

□ 免許証、学生証、健康保険証などの証書類

□ 配置図／Webカタログに接続可能か、カタ
　ROMをインストールした携帯端末

□ 筆記用具

□ 大判ゴミ袋数枚（雨対策・時に防寒具）

■『モジュール化版』持物リスト《GW》■

バックパック サブバッグ

購入品バッグ

サークル参加者必携品

■待機用品　
□  ノンカフェイン常温の飲み物500ml１本以上

□  折り畳みイス／携帯座布団／敷物類

□  暇潰し用本／携帯ゲーム機など

□  １食分の軽食（基本行動食に追加する）
　菓子パンや栄養バー／ゼリー飲料／羊羹やナッツ類

　など。チョコレートは溶けないものを

□ 予備バッテリー２

■基本暑さ寒さ・日射し対策装備
□  薄手の大判タオル／日除けストール

□  薄手のウインドブレーカーやパーカー

□  汗拭きシート類１パック

□  カイロ１つ

□  日焼け止め・ サングラス

■雨対策装備
□  折りたたみ傘

□  ポンチョ／レインウェア

□  Tシャツ／肌着＆下着／靴下の着替え

■女性用装備
□  メイク用品

□  生理用品・鎮痛剤

□  拭くメイク落とし

■オプション
□  A４／B5プラケース（購入物保護用）

□  ポスター用紙筒

□  スケッチブックや色紙

□  サークルへのプレゼントなど

※これらの装備は全て持って行く必要はない。自分の参加スタイルに合わせて取捨選択すること。

□  参加登録カード／サークル通行証（１人１枚）

□   見本誌票シール（申込書セットに付属）

□  新刊／在庫／頒布物各種

□  釣銭／売上・釣銭入れの袋や箱

□  値札／卓上ポップ（看板）

□  テーブルクロス（難燃性のもの）

□  筆記用具／売上記録用ノート

□  細マジック・カッターナイフやハサミ

□  ガムテープ

□  ゴミ袋

□  スペース内で食べるおやつ・軽食・飲物

コスプレ参加者必携品

□  完成したコスチューム／ウィッグなど

□  小道具類（運搬時の破損と周囲の安全注意）

□   着替え入れサブバッグと荷物の開封防止用の鍵

□  メイク道具／ハンディミラー

□  コス着用時に小間物を入れるポシェットやミ
　  ニバッグ

□  （あれば）コスプレイヤー名刺

□  日焼け止め

□  ソーイングキット／補修道具／両面テープ

□  小銭入れ

□  荷物固定用ワイヤー錠など

できるだけ傘以外の対雨装備を！

１時間以上待機する可能性があれ
ば

待機する場合はバッテリーは多めに持っていこう。

メイクは汗で崩れやすい。メイクし直すか、諦めるか。往復のルート、予定も込みで考えよう！

生ものは避ける。自分
の連絡先を記した手紙
などを付ける。

手指を清潔に保つのは
感染症予防の鉄則。可能なら手洗いを！

全員必携 全員必携

■感染症予防対策
□  手指クリーナージェル

□  除菌ウェットティッシュ

□  マスク数枚





　本記事の内容は全てコミケット準備会のチェック及び承認の上掲載されているものですが、紹介して
いるアイテム類や行為はコミケット当日の天候や状況によって使用できなくなるものや、禁止となる場
合も発生しえます。最終的には現場のスタッフの判断に従ってください。
　『臨機応変』もコミケット参加者に求められる大切な認識です。

　本コーナーに掲載している健康面についての情報は専門医学的考証に基づいたものではありません。
また、取りあげられている各種事例や方法については個人差があり、必ずしも期待される効果をもたら
さない場合もありますので、あらかじめご了承ください。

　本コーナーではコミケットビギナーの為に、参加に際して有用と思われる情報や知っておいて欲しい
ことを繰り返し、様々な切り口から論じています。過去の記事も併せて読むことで得られる情報の密度
が向上しますので、是非下記サイトからご活用下さい。
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開催が近づくと、コミケットにより快適に
参加するための最新情報を逐次ツイートし
ていきます。
Webサイトでは過去のカタログに掲載され
たこの記事や、コミケットQ&Aなどを掲載
しています。ともに参加前にぜひご一読を！

◆コミケット会場でも参加者をサポート！
　南３ホール入口そばの物販ブースに参加者サポートShop出展。
    会場内で何か困った時にはお立寄り下さい。

◆コミケットサポートマガジン 『コミケPlus』もよろしく！
　コミケPlus誌の製作に全面協力しています。継続のため是非ご購入下さい！
◆コミケットサポートマガジン 『コミケPlus』もよろしく！
　コミケPlus誌の製作に全面協力しています。継続のため是非ご購入下さい！

●Website: http://www.comi-navi.com/
●twitter: @Comi_Navi

■参加する意思・準備する身体■
　開催館数が大きく削減されて２会場分割開催という形となり、リストバンド制が導入されてな

お、ここ２回のコミケットでは参加者人数が減少することはなかった。それは参加者がコミケッ

トを信頼している証明とも言えるし、同時に、コミケットが開催されたらとりあえず参加する、

という参加者が非常に多いということの証明でもあった。

　しかし、このC98はどうだろう？　前回までのような従来の枠組みの中での変更ではない、日

程からして全く違うし、色々な不確定要素や不安要素も多い。かつてないほどにデリケートなバ

ランスの上に成立しているのが今回のコミケットの特徴だ。したがって参加者にとっても、今ま

でのように流れでは参加できないコミケットだと言える。C98については、参加することと参加

を見送ることはほぼ等価で、敢えてこの珍しいコミケットに参加してみるも良し、無理に参加し

ないことを選択して参加者減による現場負担の低減を狙いつつ、次冬に控える史上最大のコミケ

ットC98に主眼を置くのも立派な戦略だろう。

　そして参加するなら、今回ばかりは本当の意味で、正しい知識と準備と、そして家を出てから

帰宅後まで、ここまでの記事で挙げてきたような様々に注意すべき事を全てクリアしていくこと

が要求されることを理解してほしい。なぜそれが必要なのか、よく分からないならば、まずはコ

ミケットに向けて日々社会の情報を収集することから始めよう。毎日のように変動していく状況

を正しく把握していれば、参加不参加の判断を含めて、どういった対策が必要なのか理解できて

くるはずだ。今回の参加者には正しい情報と、必要な準備や対策を実行しきるだけの自分自身と

コミケットに対する誠実さが必要不可欠なのだ。




